
 



 

 

 

 

GC「本場長崎皿うどん」 
・麺は作ってすぐのパリパリでも少し経ってしんなりしてからで

もどちらでもおいしいです。あんは水と混ぜるだけで味もとろ

み加減もベストなものがすぐできました。冷蔵庫にあるものだ

けでおいしい皿うどんがいつでも食べられます。 

・あっさりした味でおいしく食べられました。注文して具をもっ

と増やしてボリュームを出してみようと思いました。 

・揚げ麺と野菜と豚肉のうまみを含んだスープとの相性がよくお

いしかったです。 

・麺だけでもパリパリとしていておいしかったです。 

・ボリュームも結構あり、もやしと豚肉だけでも充分満足できま

した。 

・家では豚肉、もやしにキャベツやしいたけなどを加えて家族に

も食べてもらおうと思います❤ 

 
 

託送料金訴訟は「送配電料金に原子力にかかる廃炉費用などを勝手に含んだこと、経済産業省が
賠償負担金廃炉円滑化負担金に関する規定を定め上乗せされ、私たちの電気料金に含まれている。
原子力発電事業者が負担すべきものを国会で議論せずに決め法律の委任に基づいていないので違
法だと思うため提訴した。」当たり前のことを問うている訴訟です。司法は法を守り抜いてほしい、
沢山の人に知ってほしい、おかしいと思うことをおかしいと言えることが大切だという想いから、
グリーンコープは運動として何よりも大切にしているいのちを守りたいという願いや、多くの人
に関心を持ってほしいという想いで始まっている訴訟だということ。私たちは、組合員や多くの
方々にこの訴訟を知ってもらい共に考え、託送料金訴訟について多くの組合員に関心をもってほ
しいと思います。 
 

 
 

1１月２１日（金）  参加報告 託送料金訴訟報告会 

 

 

厳選されたマグロと 
国産にんにくを使用！ 
! 

ご応募 
ありがとう 

ございました!! 

 

「裁判所は司法の役割を果たしていないのでは？国民に関わる重要なことが国会審議を経ずに 

一省庁の独断で決定・施行されていく異様さなど、この裁判を通じて見えてきたこと」    

「電気料金を通じた原発コストの転嫁は「公益」なのかーグリーンコープ託送料金訴訟」報告会 

 

 

 

『おたより』 
ありがとうございます♪ 

3月とはいえ、霜の降りる日があったり、
雪がちらつく日があったり、なかなか暖
かくなりませんが、やわらかい春キャベ
ツやあすっこを見かけるようになりまし
た。畑のすみのサクランボの花が咲きま
した。春が待ち遠しい!! 

おたよりをいただいた頃にはまだ肌寒い日
もあったのですが、だんだんと日差しが強く
なり、夏がもうすぐそこかも!?と思うときが
あります。年々心地よい季節が短くなってい
るような気が…いつまでも四季を感じられ
る日本であってほしいですね。 


